
一般国道８号

米 原 バ イ パ ス

【再評価】

平 成 2 8 年 1 0 月
近 畿 地 方 整 備 局

ま い ば ら

Ｎｏ．８
近畿地方整備局

事業評価監視委員会
平成28年度第３回



事業全体図
一般国道８号は、新潟県新潟市を起点とし、京都府京都市に至る総延長約600kmの主要幹線道

路であり、滋賀県の産業・経済・生活活動を支える重要な役割を担っています。

米原バイパスは、長浜市内・米原市内・彦根市内の交通混雑の緩和、交通安全の確保、冬期の

円滑な交通の確保を目的とした延長10.3kmの道路です。

一般国道8号 米原バイパス
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広域図

【一般国道８号の交通状況】
（西円寺交差点付近）
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事業の概要

■交通混雑の緩和
■交通安全の確保
■冬期の円滑な交通の確保

事業の目的

事業の概要、進捗状況
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位置図

標準断面図

一般国道8号 米原バイパス

区間

ながはまし かだちょう

(起)滋賀県長浜市加田町
ひこねし さわやまちょう

(終)滋賀県彦根市佐和山町

道路延長 10.3km

構造規格 第3種第1級

設計速度 80ｋｍ／ｈ

車 線 数 ４車線

標準幅員 26.25ｍ

計画交通量 25,500台／日

全体事業費 700億円

事 業 化 昭和41年度

都市計画決定 昭和48年12月

用地着手 昭和42年度

工事着手 昭和45年度

開通延長 8.1km

事業進捗率 約58％（平成28年３月末現在）

用地取得率 約98％（面積ベース、平成28年３月末現在）

平成26年9月14日撮影
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再評価の視点
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再評価の視点 現在の状況 備考

事業の必要性に関する視点

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化
前回再評価時点（H25年11月）から
大きな変化なし

２）事業の整備効果
前回再評価時点（H25年11月）から
大きな変化なし

３）事業の投資効果
社会経済情勢等に大きな変化がな
いため算出を省略

前回
全体 Ｂ／Ｃ １．１
残事業Ｂ／Ｃ １．１

４）事業費の変化
前回再評価時点（H25年11月）から
変化なし

５）地域における計画等
前回再評価時点（H25年11月）から
大きな変化なし

事業の進捗の見込みの視点
進捗率（事業費） 約 58 ％
用地取得率（面積） 約 98 ％

コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
新技術、新工法の採用など引き続
き検討

一般国道8号 米原バイパス



事業の進捗の見込みの視点
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一般国道8号 米原バイパス

１）事業の進捗状況
平成28年度事業内容
・現在、用地取得、調査・設計、文化財調査、矢倉川高架橋下部工事を実施しています。
進捗状況
・平成27年度末までの進捗は、用地進捗率約98％（面積ベース）、事業進捗率約58％（事業費ベース）です。

事業進捗上の課題
・大きな課題はありません。

２）今後の事業スケジュール等
・引き続き用地取得を推進するとともに、９工区は今年度から工事に着手し、早期の開通を目指します。

凡例

開通（4車線）
開通（2車線）
事業中
高速道路
国道
主要地方道・県道

区間 開通済区間 未開通区間

用地
用地進捗率約約98%

用地取得済 用地推進

工事
H11.11.9開通

（４車線）
S60.12.26開通

（２車線）
H16.3.20開通

（２車線）
H24.4.7開通

（２車線）
調査・設計、文化財調査

、工事推進

※用地取得率はH28年3月末時点の面積ベース。



関係自治体の意見
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■滋賀県知事

一般国道8号 米原バイパス

一般国道８号米原バイパスについては、対応方針（原案）（案）で【事業継

続】とされているとおり、事業効果の早期発現に向けてさらなる整備促進をお願

いしたい。

地元も交通混雑、交通事故等の課題解消のため、当該事業の早期完成を

強く望んでおり、一層の事業推進にあたって必要な予算の確保と徹底したコス

ト縮減に取り組んでいただきたい。

なお、滋賀県としても事業促進に最大限の努力をしてまいります。

平成28年９月16日 滋高幹第５号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に係る意見照会
について（回答）



◆沿線市町村の期待

一般国道１６５号 香芝柏原改良

■米原市長

一般国道165号 香芝柏原改良関係自治体の意見
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一般国道8号 米原バイパス

（期待する効果）

①企業立地

・ 国道8号の渋滞解消および名神高速道路へのアクセス向上による米原南工業団地への新規企業の進出
や既存工場の拡張および、それに伴う雇用人数の増加や税収増加に期待。

②観光振興

・ 長浜市・彦根市など地域間交通の利便性が向上することにより、彦根市・米原市・長浜市の3市でつくる「び
わ湖・近江路観光圏活性化協議会」で連携した広域的な観光事業による観光客数の増加に期待。

③防災対策

・米原駅周辺は、鉄道敷きで分断された地域であり、国道8号バイパスの整備により、緊急輸送道路が確保で
き、防災機能の向上に期待。

（取り組み）

①企業立地

・ 「まち・ひと・しごと米原総合戦略」により、女性や若者のチャレンジを応援し、産官学の協働による「(仮称)
新・まいばら協働事業提案制度」を設置するなど地域での起業・創業の実現に取り組んでいます。

・交通の利便性を活かし、米原南工業団地には、サカタインクス㈱の新規企業の進出があり、雇用の創出や
税収の増加につながります。

・米原駅を核として、地域と地域を結ぶステキなまちを創るため、交通ネットワークを形成し、 市民の暮らしや
すさの向上と地域の成長を生かした、持続するまちの実現に取り組んでいます。

②観光振興

・ 米原市では、「米原市観光振興計画」で示している行政と拠点施設が一緒に地域に入り込み、市民とともに
観光地づくりを実践する「観光地域コミュニティづくり」を進めています。

③防災対策

・国道8号バイパス整備により、 指定緊急避難場所や福祉施設、防災拠点などへの緊急輸送路の確保が図
られます。



◆沿線市町村の期待

一般国道１６５号 香芝柏原改良

■彦根市長

一般国道165号 香芝柏原改良関係自治体の意見
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一般国道8号 米原バイパス

（期待する効果）

①観光

・渋滞解消により城下町等の観光施設への速達性、定時制が確保されることで、来訪者の増
加を期待するとともに、観光による経済波及効果を期待。

・広域観光連携事業における基幹道路となることで、圏域内の周遊観光促進とインバウンドを
含む来訪者の滞在時間の延伸や宿泊観光の増加に期待。

②企業立地

・国道８号の渋滞解消により円滑な物流活動が可能となり、新規進出企業の増加、それに伴
う地元雇用人数や税収の増加に期待。

（取り組み）

①観光

・彦根市では、観光による経済波及効果を平成３２年度までに、平成２５年度数値の１．５倍へ
引き上げるため、 「彦根市観光振興計画」に基づき、官民が一体となって戦略的な観光施策
に取り組みます。

・国宝彦根城の世界遺産登録や受け入れ体制の整備を図り、平成３２年度の彦根城への外
国人観光客１０万人、市内宿泊者数４４５，０００人を目指しています。

②企業立地

・彦根市では、「湖東圏域企業立地基本計画」を踏まえた産業の集積や優良企業の誘致、立
地企業の高度化を進めるとともに、交通の利便性を活かし、企業立地や産業集積の促進し
ています。



対応方針(原案)       

一般国道８号米原バイパスは、事業の必要性に関
する視点に変更はなく、事業の進捗の見込みの視点
から継続が妥当と判断できる。
引き続き事業を推進し、早期の開通を目指すこと

が適切である。

事 業 継 続

ま い ば ら
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一般国道8号 米原バイパス





（別紙）
（再評価）

【道路事業】

一般国道１６１号湖北バイパス 事業継続

一般国道８号米原バイパス 事業継続

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

※貴県の意見を踏まえ、近畿地方整備局事業評価監視委員会へ諮る対応方針（原案）を作
成するためのものです。




